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平成 28 年第 3 回定例会号
（会期：9月15日～10月13日）

9月20日～10月3日　決算特別委員会 10月1日　自転車シェアリング事業を開始9月17日　新宿区・伊那市友好提携10周年記念式典
　　　　 （新宿歴史博物館）

特別展「信州高遠藩 歴史
と文化」内覧

▲

　意
見
書
の
全
文
は
、区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

返
済
不
要
の「
給
付
型
奨
学
金
」の
創
設
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　特
別
区
都
市
計
画
交
付
金
が
都
市
計
画
税
に
占
め
る
割
合
が
わ

ず
か
で
あ
る
た
め
、「
都
区
双
方
の
都
市
計
画
事
業
の
実
績
に
見

合
っ
た
配
分
と
な
る
よ
う
増
額
を
図
る
こ
と
」、「
限
定
基
準
を
設

け
ず
、
全
都
市
計
画
事
業
を
交
付
対
象
と
す
る
こ
と
」、「
交
付
率
の

上
限
撤
廃
や
、
工
事
単
価
の
引
き
上
げ
な
ど
、
適
切
な
改
善
を
図
る

こ
と
」を
東
京
都
に
求
め
ま
し
た
。

都
市
計
画
交
付
金
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　学
生
が
安
心
し
て
勉
学
に
励
め
る
よ
う
、「
授
業
料
減
免
な
ど
の
支

援
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

2017
年
度
を
目
途
に
給
付
型
奨
学
金
を
創

設
す
る
こ
と
」、「
希
望
す
る
学
生
等
へ
の
無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
を

め
ざ
し
、『
有
利
子
か
ら
無
利
子
へ
』の
流
れ
を
加
速
す
る
こ
と
」、「
低

所
得
世
帯
に
対
し
て
、
学
力
基
準
を
撤
廃
し
無
利
子
奨
学
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」、「
新
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
の

制
度
設
計
を
着
実
に
進
め
、既
卒
者
へ
の
適
用
も
推
進
す
る
こ
と
」な

ど
を
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
世
界
規
模
の
経
済
状
況
の
悪

化
等
に
よ
り
危
機
的
な
状
況
で
す
。ま
た
、
多
く
の
都
民
が
、
税
や
社

会
保
障
費
な
ど
の
負
担
増
に
あ
え
い
で
い
ま
す
。

　固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
平
成
29
年

度
以
後
も
継
続
す
る
よ
う
東
京
都
に
求
め
ま
し
た
。

　
新
宿
区
議
会
は
、北
朝
鮮
が
実
施
し
た
５
回
目
の
核
実
験
に
対
し
て
、９

月
９
日
、北
朝
鮮
の
金
正
恩
・
国
務
委
員
会
委
員
長
に
抗
議
文
を
送
付
し
、

す
べ
て
の
核
兵
器
・
核
計
画
の
即
時
放
棄
と
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
と
世
界

の
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

「漱石忌講演会」のお知らせ

【日　時】　1 2 月 9日（金） 午後 3 時～ 5 時

【会　場】　区役所本庁舎   5 階  大会議室

【内　容】　講演 「漱石山房に届いた絵はがき」
　　　　　講師 長島裕子氏
　　　　　（早稲田大学文学学術院非常勤講師）

【費　用】　無料

【主　催】　漱石山房の復元を進める新宿区議会議員の会

【後　援】　新宿区

●当日は、漱石の墓参りを予定しています。

　場所：雑司ヶ谷霊園（豊島区南池袋） 交通費は各自負担

　「墓参り」の希望者は、当日午後１時までに区役所本庁舎

　１階ロビーに集合してください。

【申込み】　11月 17日（木）～1 2月 7日（水）に電話で議会事務

　　　　　局調査管理係へ。先着60名程度。

　　　　　（TEL：5273-3534、FAX：3209-9995）
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付

●委員会の活動状況●委員会の活動状況 8 面……… 8 面………

●請願・陳情の審議結果●請願・陳情の審議結果 8 面… 8 面…

…… 2 面

●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問

…………

…………

…………

…………

3～5 面

●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問

3～5 面

●第3回定例会

　議案の概要と審議結果
●第3回定例会

　議案の概要と審議結果 2 面…… 2 面……

●
6、7 面

● 決算特別委員会を特集決算特別委員会を特集
6、7 面

……………………

●
6、7 面

● 広島・長崎平和祈念式典に出席広島・長崎平和祈念式典に出席
6、7 面

トップニュース

■■  区長提出議案24件と議員提出議案3件を可決
○漱石山房記念館（早稲田南町 7 番地）を設置し指定管理者制度を適用する
○路上等障害物を除去するために必要な事項を定める　　　　　　　　　　　　　　（平成 28 年 12 月 1 日施行）
○平成 28 年度一般会計補正予算（第 3 号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 1 億 7,095 万 4 千円
　  ・中井駅周辺の整備推進
　  ・Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化に要する経費

○平成 28 年度一般会計補正予算（第 4 号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　21 億 2,991 万 3 千円
　  ・個人番号カードの交付等
　  ・薬王寺ことぶき館の設備整備
　  ・保育所等業務効率化推進事業
　  ・財政調整基金積立金、社会資本等整備基金積立金

  関連記事 2 面

　
　1 億 3,973 万 5 千円

　3,121 万 9 千円

　
　7,689 万 9 千円
　6,436 万 9 千円

4,120 万円
11 億 4,677 万 6 千円

区民の納得できる予算執行がなされたか

議　案第 3 回定例会で可決した主な

■■  平成27年度の執行状況を「決算特別委員会」にて審査
　今定例会では、委員 18 名からなる決算特別委員会を設置し、平成 27 年度各会計の執行状況を審査しました。

　一般会計の実質単年度収支は 26 億円余で、3 年連続の黒字となりました。歳出面では障害者自立支援給付等の扶助費が増加しているものの、歳入面で特

別区民税や地方消費税交付金などの一般財源が増となり、７年ぶりに財政調整基金からの取り崩しのない決算となりました。

　特別会計を加えた全会計歳入 2,156 億 7,509 万 1,457 円、全会計歳出 2,103 億 7,652 万 6,774 円の決算を認定しました。　　　　　    関連記事 2、6、7 面

など



★11月29日から12月8日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。

本　会　議

常任委員会

特別委員会

★ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所5階）

★手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。

　事前に議会事務局

 （TEL5273－3534  FAX3209－9995）までご連絡ください。

★本会議は、「新宿区議会ホームページ」でインターネット中継

 （生中継・録画）を実施しています。ぜひご利用ください。

★ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所5階）

★手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。

　事前に議会事務局

 （TEL5273－3534  FAX3209－9995）までご連絡ください。

★本会議は、「新宿区議会ホームページ」でインターネット中継

 （生中継・録画）を実施しています。ぜひご利用ください。

平成28年 第4回定例会のお知らせ平成28年 第4回定例会のお知らせ

11月29日（火）午前10時から （代表質問等）

11月30日（水）午前10時から （代表質問・一般質問、議案の提案説明等）

12月 8日（木）午後 2時から （議案、意見書・決議の採決等）

12月 5日（月）  午前10時から
（防災等安全対策特別委員会、自治・議会・行財政改革等特別委員会）

12月 5日（月）  午前10時から
（防災等安全対策特別委員会、自治・議会・行財政改革等特別委員会）

12月 1日（木）・2日（金） 午前10時から

12月 6日（火） 　午前10時から　
（オリンピック・パラリンピック・文化観光等特別委員会）

12月 6日（火） 　午前10時から　
（オリンピック・パラリンピック・文化観光等特別委員会）

12月 1日（木）・2日（金） 午前10時から

11月29日（火）午前10時から （代表質問等）

11月30日（水）午前10時から （代表質問・一般質問、議案の提案説明等）

12月 8日（木）午後 2時から （議案、意見書・決議の採決等）

★11月29日から12月8日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。

No.２７５ 2平成28年（2016年）11月15日

会派略称 自無ク＝自由民主党・無所属クラブ
共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
新宿会＝新宿区民の会
スタ新＝スタートアップ新宿

公　明＝新宿区議会公明党
民無ク＝民進党・無所属クラブ
社　民＝社民党新宿区議会議員団議案の概要と審議結果 （賛成…○、反対…×）

平成28年第3回定例会 （9月15日～10月13日）

議　案　名 概　　　要 自無ク 公明 共産 民無ク 新宿会 社民 スタ新 議決結果

専決処分の承認について
（平成28年度新宿区一般会計補正予算（第2号））

［平成28年6月22日付けで行った専決処分について承認を求めるもの］
補正予算額：1億7,096万1千円、補正後予算額：1,467億9,100万円　
補正の理由：都知事選挙及び都議会議員補欠選挙の執行に要する経費を計上

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 承認

平成28年度新宿区一般会計補正予算（第3号）
補正予算額：1億7,095万4千円、補正後予算額：1,469億6,195万4千円
補正の理由：法令改正に伴うＢ型肝炎ワクチンの定期接種化に要する経費、中井駅周辺地区

の道路・橋りょうの整備に要する経費を計上
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

平成28年度新宿区一般会計補正予算（第4号）

補正予算額：21億2,991万3千円、補正後予算額：1,490億9,186万7千円
補正の理由：地方公共団体情報システム機構への個人番号カード関連事務に係る交付金、薬

王寺ことぶき館の設備整備に要する経費、私立保育所整備に要する経費、夏目
漱石記念施設整備基金積立金、中井駅南北自由通路の維持管理に要する経費、
財政調整基金積立金、国・都支出金の収入超過に伴う返納金 等を計上

◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ × 可決

平成28年度新宿区国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
補正予算額：1億6,990万5千円、補正後予算額：439億4,103万1千円
補正の理由：国・都支出金の収入超過に伴う返納金を計上 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

平成28年度新宿区介護保険特別会計補正予算（第1号）
補正予算額：4億3,570万9千円、補正後予算額：245億4,366万3千円
補正の理由：介護給付準備基金積立金、第1号被保険者保険料の過誤納還付金の減、国庫支

出金・支払基金交付金・都支出金の収入超過に伴う返納金を計上
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

平成28年度新宿区後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
補正予算額：2,113万6千円、補正後予算額：67億7,669万5千円
補正の理由：平成27年度保険料等納付金確定に伴う広域連合への納付金、葬祭費受託事業収

入の収入超過に伴う返納金を計上
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

平成27年度新宿区一般会計歳入歳出決算

6面、7面の「決算特別委員会・各会派意見」をご覧ください。

◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ 認定

平成27年度新宿区国民健康保険特別会計歳入歳出決算 ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ 認定

平成27年度新宿区介護保険特別会計歳入歳出決算 ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ 認定

平成27年度新宿区後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ 認定

新宿区職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する
条例

配偶者同行休業の期間の再度の延長（延長後の期間を含めて、最長3年）ができる特別の事情を定
める。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区立漱石山房記念館条例
地域の文化や歴史に対する区民の愛着と誇りを育み、地域文化の振興と発展に資するための施
設として、漱石山房記念館を設置するとともに、その管理を指定管理者に行わせる。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区介護保険条例の一部を改正する条例
「介護保険法施行令」の改正により、介護認定審査会の委員の任期（現行は政令基準により2年）を
条例で定めることが可能となったため、その期間を3年として定める。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

「建築基準法施行令」の改正による家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の見直しに伴
い、家庭的保育事業所等における屋内の避難用階段の排煙設備に関する基準を改める。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例
「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」等の改正に伴い、個室付浴場の営業を制
限する深夜の時間を「午前0時から日出時まで」から「午前0時から午前6時まで」に改める。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区立中井駅南北自由通路条例
西武鉄道新宿線中井駅周辺において、歩行者の安全で快適な通行を確保することにより、活発
な人の往来を通じた地域のにぎわいを創出するため、中井駅南北自由通路を設置する。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区路上等障害物による通行の障害の防止に関する条例
安全かつ円滑な交通環境を確保し、区民等が公共の場所を快適に通行することができるように
するため、路上等障害物を除去することに関し必要な事項を定める。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

新宿区立の小学校、中学校及び特別支援学校の非常勤の学校
医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例
の一部を改正する条例

「公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令」等の改正
に伴い、介護補償の額及び他の法律による給付との調整率を改定する。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

災害用備蓄物資の買入れについて
災害時における避難所での避難生活者、在宅避難者及び帰宅困難要援護者並びに地域での支援
活動用として、災害用備蓄物資を買い入れる。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

中井駅周辺整備工事請負契約 中井駅周辺整備工事施行のため、請負契約を締結する。 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取について 野尻信江氏、吉村誠氏、二宮麻里子氏、上野昭子氏 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 決定

新宿区解体工事に係る計画の事前周知に関する条例
地域における健全な生活環境の維持及び向上に資するため、解体工事に係る計画の事前周知に
関し必要な事項を定める。 × × ◯ × × ◯ × 否決

返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充を
求める意見書

1面の「意見書（要旨）」をご覧ください。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

都市計画交付金の拡充を求める意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決
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件
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条
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件
）
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例
の
制
定
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問 

（
4
件
）



　
　
　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
、
日

本
選
手
団
は
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し

た
。
新
宿
区
で
は
、
区
民
ス
ポ
ー
ツ

人
口
を
よ
り
増
や
し
て
い
く
た
め

に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
の「
ボ
ッ

チ
ャ
」や「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
」の
体
験

教
室
な
ど
を
通
し
、
誰
も
が
気
軽
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て

い
る
。
①
東
京
2020
大
会
の
練
習
会
場

に
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
新
宿

コ
ズ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
に
選
手
と
ふ

れ
合
う
機
会
を
。
②
都
の
戸
山
多
目

的
運
動
広
場
の
整
備
計
画
に
区
民
の

声
を
反
映
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

　
　
　

①
大
会
組
織
委
員
会
か
ら
の

施
設
利
用
の
要
請
に
協
力
し
、
子
ど

も
た
ち
の
貴
重
な
体
験
の
た
め
に
積

極
的
に
要
望
し
て
い
く
。
②
利
用
団

体
の
意
見
に
加
え
、
災
害
対
策
や
消

防
団
の
訓
練
に
使
用
で
き
る
よ
う
協

議
・
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
早
期
に

要
望
書
を
提
出
す
る
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
の
充
実

　
　
　

骨
髄
移
植
等
は
人
命
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
治
療
法
で
あ
る
が

新
規
ド
ナ
ー
登
録
数
が
減
少
し
て
い

る
。
①
ド
ナ
ー
登
録
拡
大
に
向
け
た

区
の
取
組
み
は
。
②
ド
ナ
ー
支
援
に

つ
い
て
、
区
の
対
応
は
。

　
　
　

①
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
を

中
心
に
毎
年
登
録
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
い
る
が
、
若
者
が
多

く
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
若
者
の

登
録
の
呼
び
か
け
を
積
極
的
に
進
め

る
。
②
ド
ナ
ー
及
び
ド
ナ
ー
が
従
事

す
る
事
業
所
へ
の
助
成
制
度
を
積
極

的
に
検
討
す
る
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
第
三
次
男
女 

　
共
同
参
画
推
進
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
「
性
的
指
向
・
性
自
認
の
多

様
性
が
尊
重
さ
れ
、
こ
れ
を
理
由
と

す
る
差
別
の
な
い
新
宿
区
」構
築
の

た
め
の
区
の
対
応
は
。

　
　
　

基
本
構
想
の「
一
人
ひ
と
り

を
人
と
し
て
大
切
に
す
る
社
会
」に

は
性
的
指
向
・
性
自
認
の
多
様
性
が

尊
重
さ
れ
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。「
男

女
共
同
参
画
の
推
進
と
多
様
な
生
き

方
を
認
め
合
う
社
会
づ
く
り
」を
計

画
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
啓
発
を

進
め
て
い
く
。

「
子
ど
も
食
堂
」へ
の
支
援
の
充
実

　
　
　

国
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
約
6

人
に
1
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
栄
養

の
あ
る
食
事
と
成
長
を
見
守
る
大
人

の
視
線
を
提
供
し
た
い
と「
子
ど
も

食
堂
」
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
に
関
す
る
区
の
支
援
は
。

　
　
　

活
動
団
体
に
は
、
子
ど
も
未

　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
時
代

に
あ
っ
て
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
所
に
対
す
る
支
援
な
ど
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
欠
か
せ
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
①
（ア）
こ
こ
10
年
で

の
区
内
事
業
所
数
の
増
減
と
事
業
主

の
年
齢
の
推
移
は
。
（イ）
後
継
者
不
足

や
事
業
主
の
年
齢
の
推
移
が
廃
業
に

つ
な
が
る
状
況
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
対
処
し
て
い
る
の
か
。
（ウ）
現
存

す
る
中
小
企
業
へ
の
強
化
や
支
援
を

総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
方
向
付
け
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
②
地
域
社
会
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
は
施

策
の
対
象
で
あ
り
続
け
る
も
の
と
認

識
す
る
が
区
長
の
認
識
は
。
③
（ア）
新

宿
区
に
お
け
る
小
規
模
事
業
者
の
特

徴
は
。
（イ）「
事
業
の
持
続
的
発
展
」

の
視
点
で
の
施
策
化
は
ど
の
よ
う
に

事
業
化
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

①
（ア）
概
ね
10
年
で
2.7
％
の
事

業
所
が
減
少
、
60
歳
以
上
の
事
業
主

の
割
合
が
増
加
し
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
（イ）
高
齢
化
と
事
業
承
継
は
中

小
企
業
支
援
策
等
の
中
で
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
後

継
者
育
成
支
援
事
業
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
（ウ）
活
力
あ
る
地
域
経
済

を
目
指
す
こ
と
を
基
本
的
な
方
向
と

し
、
新
た
な
産
業
振
興
プ
ラ
ン
及
び

次
期
総
合
計
画
策
定
の
中
で
中
小
企

業
を
支
援
す
る
取
組
み
を
示
し
て
い

く
。
②
新
宿
区
全
体
の
8
割
強
が
小

規
模
事
業
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の

支
援
が
産
業
振
興
施
策
の
大
き
な
柱

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
③
（ア）
繁

華
街
で
は
入
れ
替
わ
り
が
頻
繁
で
あ

る
一
方
、
商
店
街
な
ど
で
は
高
齢
化

や
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
も
少
な

く
な
い
状
況
に
あ
る
。
（イ）
情
報
誌
等

へ
事
業
承
継
の
事
例
の
連
載
や「
持

続
的
発
展
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
な
ど
と

産
学
連
携
に
よ
る
生
活
拠
点
型
商
店

街
の
活
性
化
支
援
を
検
討
す
る
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　

組
織
を
設
け
て
、
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
決
意
に
大
い
に

期
待
。
①
（ア）
区
全
域
で
の
健
康
づ
く

り
の
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
た
め
の

具
体
的
方
法
は
。
（イ）
そ
の
成
果
指
標

の
考
え
は
。
②
民
間
で
も「
健
康
増

進
」が
商
品
に
な
る
時
代
、
区
民
に

と
っ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
働
く
仕

組
み
を
今
後
の
事
業
の
中
に
組
み
込

む
こ
と
は
難
し
い
も
の
な
の
か
。
③

内
視
鏡
検
査
の
導
入
予
定
と
現
在
の

検
討
状
況
は
。
④
（ア）
骨
髄
移
植
等
が

推
進
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
区
の
取

組
み
状
況
を
。
（イ）
骨
髄
提
供
に
あ

た
っ
て
、
ド
ナ
ー
の
負
担
と
助
成
制

度
は
。
（ウ）
ド
ナ
ー
及
び
ド
ナ
ー
が
従

事
す
る
事
業
所
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
（エ）
ド
ナ
ー
登
録
拡

大
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
は
。

　
　
　

①
（ア）
区
報
な
ど
の
各
種
媒

体
や
健
康
講
話
を
通
し
て
広
く
周

知
し
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
も

活
用
。
（イ）「
運
動
習
慣
を
持
つ
区
民

の
割
合
」
な
ど
区
民
の
健
康
づ
く

り
に
関
わ
る
意
識
や
行
動
の
変
化

を
想
定
。
②
区
内
の
様
々
な
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
活
用
し
た
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
く
。
③
新
宿
区

医
師
会
と
の
協
議
及
び
医
療
機
関

の
実
態
調
査
等
、
慎
重
に
準
備
を

進
め
て
い
る
。
④
（ア）
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
月
間
を
中
心
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
行

い
、
ド
ナ
ー
登
録
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
（イ）
医
療
費
や
傷
害
保
険

料
は
移
植
を
受
け
る
患
者
の
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
交
通
費
は
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
が
支
給
。
（ウ）
東
京
都

の
包
括
補
助
事
業
を
活
用
し
た
助

成
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（エ）
若
者
が
多
く
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

等
の
機
会
を
捉
え
て
、
登
録
の
呼

び
か
け
を
積
極
的
に
進
め
る
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の 

　
た
め
の
良
好
な
住
環
境
の
整
備

　
　
　

①
区
の
住
宅
施
策
に
お
け
る

政
策
課
題
に
対
す
る
解
決
策
と
し
て

の
助
成
制
度
は
。
②
今
後
の
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
新
宿
区
に

お
け
る「
住
」を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。
③
※
近
居
へ
の
支
援

と
し
て
住
宅
施
策
な
ど
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
環
境
等
の
施
策
目

的
を
果
た
せ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。
④
高
齢
者
な
ど
の
住
宅
確
保
要

支
援
者
の
現
状
と
今
後
の
取
り
扱
い

は
。
⑤
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
に
つ
い

て
、
（ア）
現
在
の
取
組
み
状
況
を
。
（イ）

今
後
に
向
け
て
は
。
⑥
旧
市
ヶ
谷
商

業
高
校
の
跡
地
活
用
の
今
後
の
対
応

は
。

　
　
　

①
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成

や
住
み
替
え
居
住
継
続
支
援
、
高
齢

者
等
入
居
支
援
、
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
世
帯
居
住
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
。
②
個
人
の
力
だ
け
で
解
決
で
き

な
い
問
題
と
考
え
て
お
り
、
区
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
取
組
み
を
一
層
強
化
し

て
い
く
。
③
世
代
間
の
支
え
あ
い
が

で
き
る
住
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
子
育
て
支
援
等
の
充
実
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
④
平
成
27

年
度
に
高
齢
者
の
住
ま
い
安
定
確
保

連
絡
会
を
設
置
。
取
組
み
を
強
化

し
、
住
宅
確
保
が
困
難
な
方
々
の
居

住
安
定
化
を
図
っ
て
い
く
。
⑤
（ア）
未

設
置
の
鉄
道
事
業
者
に
対
し
早
急
な

設
置
を
働
き
か
け
て
い
る
。
（イ）
全
て

の
駅
で
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
他
区
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
国
や
都
に
要
望
し
て
い

く
。
⑥
区
民
に
有
益
な
跡
地
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
都
に
対
し
必
要
な

意
見
等
を
上
げ
て
い
く
。
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質
問

答
弁 中

小
企
業
、特
に
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

池
田 

だ
い
す
け

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
け
た
施
設
の
活
用

新
宿
区
議
会
公
明
党

北
島 

と
し
あ
き

暮らしやすいまちづくり

東京2020大会に向け、誰もが気軽にスポーツを

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

※【近居】親世帯と子世帯などが、住居は異なるものの日常的な往来ができる範囲に居住すること。

2020



　
　
　
羽
田
新
ル
ー
ト
案
で
は
都
庁
、

新
宿
駅
、
防
衛
省
な
ど
テ
ロ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
。
テ
ロ
の
可

能
性
を
区
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
　
テ
ロ
対
策
は
国
際
社
会
が
協

力
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
。

我
が
国
も
保
安
体
制
の
強
化
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
国
に
、

騒
音
や
落
下
物
対
策
だ
け
で
な
く
、

テ
ロ
対
策
な
ど
も
含
め
広
く
安
全
・
安

　
　
　
人
工
知
能
の
発
展
は
目
覚

ま
し
く
、
囲
碁
AI
が
プ
ロ
棋
士
に

勝
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
衝
撃
を
受
け

た
。
区
の
人
口
知
能
活
用
に
関
す

る
現
状
認
識
を
踏
ま
え
た
新
た
な

情
報
化
戦
略
計
画
策
定
に
向
け
た

対
処
は
。

　
　
　
人
工
知
能
の
高
度
化
や
応

用
例
、
加
速
度
的
に
進
展
す
る
情

報
通
信
技
術
の
動
向
に
注
視
し
、

さ
ら
な
る
区
民
の
利
便
性
向
上
等

を
目
指
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
に

取
り
組
む
。

教
育
分
野
に
お
け
る

ICT
の
利
活
用

　
　
　
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
に
つ
い
て
今
後
の
取
組
み
は
。

　
　
　
ICT
環
境
整
備
に
関
す
る
検
討

委
員
会
を
設
置
し
活
用
方
針
を
確
認
。

情
報
化
に
つ
い
て

新
宿
区
民
の
会

え
の
き
　
秀
隆

　
　
　

待
機
児
童
問
題
の
解
決
の
た

め
、
慢
性
的
な
保
育
士
不
足
を
解
消

す
る
必
要
が
あ
る
。
①
保
育
士
が
子

ど
も
を
保
育
園
に
預
け
ら
れ
ず
、
復

職
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

入
園
者
を
決
定
す
る
た
め
の
指
数
に

加
算
す
る
こ
と
で
優
先
的
に
預
け
ら

れ
る
制
度
が
必
要
で
は
。
②
保
育
士

不
足
解
消
の
た
め
の
方
策
は
。
③
就

職
・
復
職
後
の
就
労
継
続
を
支
援
す

る
た
め
の
処
遇
改
善
策
は
。

　
　
　

①
来
年
度
の
入
園
募
集
に
一

定
時
間
勤
務
す
る
保
育
士
は
指
数

の
加
算
を
設
け
、
保
育
士
に
内
定
し

て
い
る
場
合
は
基
本
指
数
を
減
点
し

な
い
予
定
。
②
就
職
相
談
・
面
接
会

の
開
催
や
保
育
士
資
格
取
得
へ
の
支

援
等
を
行
っ
て
い
る
。
③
保
育
士
等

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
補
助
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
加
え
て
今
定
例
会

に
事
務
負
担
軽
減
を
推
進
す
る
事
業

の
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
や
無
償
化

　
　
　

教
員
の
負
担
を
軽
減
し
児
童
・

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
す
こ

と
は
重
要
。
①
事
務
負
担
軽
減
の
具

体
的
な
取
組
み
は
。
②
給
食
費
を
公

会
計
化
し
、
地
方
自
治
体
の
業
務
と

し
て
徴
収
・
管
理
を
行
う
べ
き
。
③

子
ど
も
の
貧
困
問
題
解
決
に
つ
な
が

る
給
食
費
無
償
化
の
実
現
を
。
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保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

民
進
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

小
野　

裕
次
郎

質
問

質
問

学校給食費の公会計化を学校に１人１台のタブレット環境整備を

　
　
　

①
区
は「
施
設
白
書
」を
ベ
ー

ス
に「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

策
定
に
着
手
し
、
９
月
に
計
画
の
骨

子
案
を
示
し
た
。
策
定
理
由
の
ひ
と

つ
に
人
口
減
を
挙
げ
て
い
る
が
、
区

の
将
来
推
計
人
口
は
2030
年
ま
で
増
加

し
続
け
、
そ
の
後
減
少
す
る
も
の
の

2060
年
時
点
で
も
な
お
2010
年
を
上
回
っ

て
お
り
、
人
口
減
と
は
言
え
な
い
。

今
後
の
施
設
需
要
の
変
化
に
つ
い
て

区
の
認
識
は
。
②
区
は
、
施
設
の
更

新
に
か
か
る
費
用
の
将
来
予
算
不
足

額
を
１
年
度
当
た
り
約
13
億
円
と

試
算
し
て
い
る
。
費
用
は
、
総
務
省

の
試
算
ソ
フ
ト
で
一
律
的
に
算
出
し

て
お
り
、
区
の
財
政
状
況
と
か
け
離

れ
て
い
る
の
で
は
。
③
計
画
策
定
の

た
め
の
有
識
者
会
議
は
、
施
設
削
減

あ
り
き
の
議
論
。
区
政
を
ど
の
程
度

理
解
し
た
う
え
で
の
も
の
な
の
か
疑

問
。
区
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
　

①
2030
年
以
降
、
年
少
人
口
と

生
産
年
齢
人
口
は
減
少
し
高
齢
者
人

口
が
大
き
く
増
え
、
社
会
保
障
関
連

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
大
幅
に
増
え
る

と
予
測
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
・
複
雑
化
や
ICT
化
の
進
展
等
も
今

後
の
行
政
需
要
に
大
き
く
影
響
す
る

と
想
定
し
て
い
る
。
②
将
来
更
新
費

用
は
、
各
自
治
体
間
の
比
較
が
可
能

な
総
務
省
推
奨
の
ソ
フ
ト
で
試
算
し

た
。
将
来
予
算
不
足
額
は
仮
定
条
件

で
の
数
値
だ
が
、
不
足
額
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
か
の
視
点
が
重

要
な
た
め
、
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
③
有
識
者
会
議
で
は

区
の
現
状
や
施
設
の
あ
り
方
等
を
踏

ま
え
た
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、
意
見

は
経
営
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か

ら
将
来
を
見
据
え
た
も
の
と
し
て
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。

区
長
の
政
治
姿
勢
と
平
和
施
策

　
　
　

①
今
年
８
月
に
行
わ
れ
た
国

連
作
業
部
会
は
、
国
連
総
会
に
対

し
、
2017
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
を
開
始
す
る
よ
う
勧
告
す
る
報
告

書
を
採
択
し
た
。
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
日
本
が
採
択
を
棄
権
し
た
こ
と

は
被
爆
者
等
へ
の
背
信
行
為
で
あ

る
。
政
府
に
厳
重
な
抗
議
を
。
②
毎

年
、
広
島
・
長
崎
へ
の
親
と
子
の
平

和
派
遣
の
応
募
数
が
派
遣
数
を
上

回
っ
て
い
る
。
派
遣
数
増
加
の
検
討

を
。
③
広
島
市
は
、
他
の
自
治
体
と

共
催
し
て
原
爆
展
を
開
催
し
て
い

る
。新
宿
区
も
広
島
市
と
の
共
催
を
。

　
　
　

①
日
本
が
安
全
保
障
上
の
理

由
で
採
択
を
棄
権
し
た
こ
と
は
残
念

に
思
う
。
今
後
も
す
べ
て
の
国
の
核

兵
器
の
廃
絶
を
全
世
界
に
訴
え
て
い

く
。
②
平
和
派
遣
参
加
者
は
、
戦
争

や
原
爆
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ

を
周
囲
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
意
義

を
学
ん
で
い
る
。
派
遣
数
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
自
主
的
な
活
動
へ
の

支
援
な
ど
で
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
③
現
時
点

で
広
島
市
と
の
共
催
の
予
定
は
な
い

が
、
今
後
の
平
和
展
で
共
催
可
能
な

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

障
害
者
施
策
の
充
実
を

　
　
　

①
相
模
原
市
の
障
害
者
施
設

で
起
き
た
殺
傷
事
件
の
容
疑
者
が
障

害
者
へ
の
差
別
的
発
言
を
繰
り
返
し

て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
人

の
命
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
区
長
自
身
が
障
害
者
差
別

を
明
確
に
否
定
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

発
信
を
。
②
障
害
者
差
別
解
消
法
施

行
に
伴
い
、
区
の
更
な
る
取
組
み
が

必
要
。
障
害
者
差
別
解
消
の
た
め
の

条
例
制
定
を
。
③
国
や
鉄
道
事
業
者

に
対
し
、
視
覚
障
害
者
等
の
線
路
転

落
を
防
止
す
る
ホ
ー
ム
ド
ア
を
早
急

に
設
置
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
。

　
　
　

①
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
、
障
害
者
が
尊
厳
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

区
長
と
し
て
取
り
組
む
決
意
を
し
っ

か
り
と
示
す
。
②
障
害
者
差
別
解
消

法
施
行
に
よ
り
、
国
・
自
治
体
・
事

業
者
の
役
割
が
明
確
化
し
、
様
々
な

取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
条

例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。
③
鉄
道

事
業
者
に
は
ホ
ー
ム
ド
ア
の
早
急
な

設
置
を
働
き
か
け
て
い
る
。
国
や
都

は
、
一
日
の
利
用
者
数
が
10
万
人
以

上
の
駅
へ
の
設
置
を
優
先
し
て
補
助

す
る
と
し
て
い
る
が
、
全
て
の
駅
で

設
置
さ
れ
る
よ
う
他
区
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　

①
学
校
事
務
効
率
化
検
討

チ
ー
ム
を
設
置
し
事
務
処
理
の
効
率

化
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続

き
軽
減
に
努
め
る
。
②
収
納
管
理
シ

ス
テ
ム
構
築
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
国
が
策
定
予
定
の
指
針
を
踏
ま

え
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。
③
適
正

な
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
引
き
続

き
食
材
費
相
当
額
の
負
担
を
お
願
い

す
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

佐
藤　

佳
一

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

親と子の平和派遣に多くの参加者を

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

テ
ロ
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、

　
　
　
　
　
羽
田
新
ル
ー
ト
で
は
安
全
・
安
心
を

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
新
宿

伊
藤
　
陽
平

答
弁

質
問

会派略称 自無ク＝自由民主党・無所属クラブ
新宿会＝新宿区民の会

公　明＝新宿区議会公明党
社　民＝社民党新宿区議会議員団

共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
スタ新＝スタートアップ新宿

民無ク＝民進党・無所属クラブ

来
基
金
の
助
成
、
活
動
場
所
と
し
て

の
地
域
セ
ン
タ
ー
の
優
先
受
付
、
衛

生
管
理
等
の
相
談
等
で
、
活
動
が
広

が
る
よ
う
支
援
を
充
実
し
て
い
く
。
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問問

質質

一一

般般

区
有
地
・
都
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
①
区
有
施
設
整
備
を
計
画
・

効
率
的
に
行
う
た
め
将
来
の
地
域
需

要
や
区
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
反
映
す

べ
き
。
②
都
有
地
で
あ
る
旧
市
ヶ
谷

商
業
高
校
跡
地
活
用
に
関
し
区
民
や

区
の
要
望
を
都
に
申
し
入
れ
る
べ
き
。

　
　
　
①
将
来
展
望
や
区
民
意
見
を

踏
ま
え
施
設
整
備
の
基
本
方
針
を
定

め
る
。
②
都
が
地
元
の
意
見
を
踏
ま

え
検
討
す
る
と
表
明
し
た
た
め
、
区

民
に
有
益
な
活
用
方
法
に
関
し
必
要

な
意
見
、
要
望
等
を
上
げ
て
い
く
。

民
無
ク

久
保
広
介

　
　
　
27
年
度
決
算
で
実
質
単
年
度

収
支
は
26
億
８
千
万
円
の
黒
字
、
健

全
化
判
断
比
率
も
更
に
改
善
し
た
。

良
好
な
区
財
政
を
区
民
生
活
に
活
用

す
べ
き
だ
。
①
区
財
政
の
現
状
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。
②
法
人
住
民

税
の
一
部
国
税
化
や
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
減
収
で
区
財
政
へ
の
影
響
は
。

③
固
定
資
産
税
と
市
町
村
民
税
法
人

分
を
区
財
源
に
戻
す
た
め
の
改
善
策

は
。
④
区
と
し
て
の
財
源
確
保
は
。

　
　
　
①
日
本
経
済
は
足
踏
み
状
態

で
区
財
政
の
環
境
は
先
行
き
不
透
明
。

②
28
年
度
の
法
人
住
民
税
は
約
12
億

円
減
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
約
６
億
6,800
万

円
減
の
見
込
み
。
③
固
有
財
源
を
収
入

し
区
が
主
体
的
に
配
分
調
整
で
き
る

仕
組
み
の
導
入
。
④
土
地
建
物
の
貸
付

な
ど
税
外
収
入
で
確
保
す
る
。

区
財
政
の
現
状
と
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

社
民
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

か
わ
の
　
達
男

答
弁

質
問

質
問

質
問

い
わ
ゆ
る「
民
泊
」に
つ
い
て

　
　
　
①
新
宿
に
お
け
る
「
民
泊
」

問
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
②
適
正
な
ル
ー
ル
づ
く
り

に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
も
の
を
策
定
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
①
苦
情
等
が
増
え
地
域
的
広

が
り
が
進
ん
で
い
る
な
ど
、
深
刻
な

状
況
で
あ
る
と
認
識
。
②
年
度
内
の

法
案
提
出
に
間
に
合
う
よ
う
、
住
居

専
用
地
域
で
の
「
民
泊
」
が
で
き
な

い
こ
と
に
す
る
な
ど
、
必
要
な
条
例

等
の
制
定
を
準
備
し
て
い
く
。

自
無
ク

桑
原
羊
平

質
問

答
弁

答
弁

選
挙
事
務
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
①
18
歳
世
代
が
持
続
し
て
選

挙
に
参
加
し
て
い
く
た
め
の
取
組
み

は
。
②
高
齢
者
等
か
ら
、
期
日
前
投

票
所
を
投
票
し
や
す
い
よ
う
に
整
備

し
て
ほ
し
い
と
、
改
善
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
担
当
部
署
だ
け
で
な
く
総

合
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
　
　
①
引
き
続
き
、
若
者
の
当
事

者
意
識
を
高
め
る
主
権
者
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
②
投
票
所
に
お
い

て
は
親
切
丁
寧
な
説
明
に
努
め
、
さ

ら
に
関
係
部
署
と
検
討
し
て
い
く
。

公
明

中
村
し
ん
い
ち

質
問

答
弁

中
井
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
①
開
か
ず
の
踏
切
対
策
と
ま

ち
の
賑
わ
い
に
つ
な
が
る
南
北
自
由

通
路
の
開
通
時
期
と
そ
の
効
果
は
。

②
今
後
の
中
井
駅
周
辺
整
備
計
画
は
。

　
　
　
①
平
成
28
年
12
月
開
通
の
予

定
。
開
通
と
共
に
駅
前
広
場
、
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
等
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
安
全
性
や
利
便
性
が

改
善
し
、
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
②
駅
前
広
場
、
北
側
駐

輪
場
、
人
道
橋
等
を
平
成
29
年
7
月

ま
で
に
整
備
し
て
い
く
。

公
明

赤
羽
つ
や
子

質
問

答
弁

東
南
地
域
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

　
　
　
①
区
は
、
子
育
て
世
代
が
増

加
す
る
東
南
地
域
を
重
点
整
備
地
域

と
し
て
い
る
が
、
現
状
と
見
通
し
は
。

②
保
育
マ
マ
等
の
家
庭
的
保
育
は
大

切
な
資
源
な
の
で
、
支
援
を
充
実
す

べ
き
。

　
　
　
①
28
年
4
月
に
は
、
94
名
の

待
機
児
童
が
16
名
に
減
少
し
た
。
さ

ら
に
認
証
保
育
所
の
認
可
移
行
等
に

よ
り
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い

く
。
②
保
育
料
返
還
事
務
の
改
善
と

補
助
者
の
設
置
を
検
討
す
る
。

公
明

木
も
と 

ひ
ろ
ゆ
き

質
問

答
弁

西
武
新
宿
線

  

開
か
ず
の
踏
切
の
解
消
対
策

　
　
　
①
中
井
・
高
田
馬
場
駅
間
の

開
か
ず
の
踏
切
解
消
に
向
け
た
西
武

鉄
道
や
国
・
都
へ
の
働
き
か
け
は
。

②
区
が
先
頭
に
立
ち
町
会
・
関
連
団

体
と
の
協
力
で
持
続
的
な
取
組
み
を
。

　
　
　
①
国
・
都
・
西
武
鉄
道
の
連

絡
調
整
会
議
で
開
か
ず
の
踏
切
解
消

に
必
要
な
都
市
計
画
事
業
の
実
施
を

要
請
し
て
い
る
。
②
中
井
・
野
方
駅

間
の
工
事
着
手
を
踏
ま
え
、
早
急
に

町
会
等
と
の
協
力
関
係
を
研
究
す
る
。

共
産

田
中
の
り
ひ
で

質
問

答
弁

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
策

　
　
　
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

解
消
法
が
成
立
し
、
地
域
の
実
情
に

対
応
し
た
施
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
憲
法
の
集
会
や
表
現
の
自

由
を
尊
重
し
つ
つ
、
区
の
公
園
等
の

差
別
的
言
動
等
へ
の
利
用
を
回
避
す

る
た
め
、
根
拠
と
な
る
条
例
上
の
規

定
が
必
要
だ
が
、
利
用
許
否
の
判
断

基
準
等
を
規
定
す
る
予
定
は
。

　
　
　
規
定
す
る
考
え
は
な
い
が
、

国
等
か
ら
運
用
指
針
が
示
さ
れ
た
場

合
要
綱
等
の
制
定
も
検
討
し
て
い
く
。

民
無
ク

三
雲
崇
正

質
問

答
弁

防
災
備
蓄
物
資
の
あ
り
方

　
　
　
首
都
直
下
地
震
の
際
、
多
く

の
区
民
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
区
は
総
量
で
８
万
人
分
の

防
災
備
蓄
物
資
を
用
意
し
て
い
る
。

①
区
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
選
択
を
。

②
発
災
時
に
学
校
避
難
所
で
の
安
全

か
つ
迅
速
な
配
布
方
法
の
検
討
は
。

　
　
　
①
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
粉
ミ

ル
ク
等
や
熊
本
地
震
の
被
災
者
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
て
備
蓄
。
②
避
難
所

運
営
管
理
協
議
会
等
を
中
心
に
訓
練

の
実
施
と
検
証
で
実
効
性
を
高
め
る
。

新
宿
会

の
づ
ケ
ン

質
問

答
弁

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　 

に
資
す
る
※
プ
ロ
ボ
ノ
の
活
用

　
　
　
①
「
地
域
の
活
力
」
を
生
か

し
た
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
の
進
捗
状
況
は
。
②
地
域
の
方
に

プ
ロ
ボ
ノ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

「
※

東
京
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
は
。

　
　
　
①
地
域
安
心
カ
フ
ェ
の
運
営

支
援
、
民
生
委
員
等
に
よ
る
相
談
活

動
等
様
々
な
施
策
を
組
み
合
わ
せ
、

総
合
的
に
推
進
し
て
い
る
。
②
今
年

度
中
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。

公
明

豊
島
あ
つ
し

質
問

答
弁

心
対
策
を
進
め
る
よ
う
要
請
す
る
。

若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い
て

　
　
　
議
員
が
学
校
で
出
前
授
業
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の

考
え
は
。

　
　
　
実
施
に
は
様
々
な
配
慮
が

必
要
で
あ
り
、
学
校
教
育
の
政
治

的
な
中
立
を
確
保
し
た
上
で
慎
重

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

答
弁

都
知
事
の
給
与
半
減

　
　
　
小
池
都
知
事
は
、都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
を
掲
げ
、
身
を
切
る
改
革
、
給

与
半
減
を
選
挙
公
約
に
当
選
し
、
今

定
例
会
に
「
都
知
事
の
給
与
半
減
の

条
例
案
」
を
提
出
し
、
都
議
会
の
対

応
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
区
長
の
給

与
等
を
下
げ
る
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え
か
。

　
　
　
職
務
内
容
や
社
会
的
責
任
の

重
さ
等
を
考
慮
し
区
民
の
理
解
を
得

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
考

え
等
に
よ
り
適
宜
適
切
に
判
断
す
る
。

新
宿
会

ふ
じ
川
た
か
し

質
問

答
弁

区財政は良好、区民要望の強い施策に活用を!!

※【プロボノ】
※【東京ホームタウンプロジェクト】

各分野の専門家が、職業上持っている知識・スキルや経験を生かして社会貢献するボランティア活動全般。
地域の問題解決にプロボノの力を生かし、東京らしい地域づくりを目的とする東京都の事業。

新宿の上空にも、安全・安心対策を

新宿区議会
ホームページも
ご覧ください
　パソコンやスマートフォ
ンなどを使い、区議会のイ
ンターネット中継（生中継・
録画）、会議録の検索のほ
か、議会の予定や、議員名
簿、請願・陳情、意見書の
全文などをご覧いただくこ
とができます。

インターネット中継
（生中継・録画）



決算特別委員会・各会派の意見決算特別委員会・各会派の意見
決
算
特
別
委
員
会
概
要

　9
月
16
日
の
本
会
議
で
、
平
成
27
年

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
（
３
会

計
）
の
歳
入
歳
出
決
算
審
査
を
行
う
た

め
、
委
員
18
名
で
構
成
す
る
「
決
算
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　「
決
算
特
別
委
員
会
」
で
は
、
9
月
20

日
か
ら
10
月
3
日
ま
で
の
延
べ
9
日
間

に
わ
た
り
、
平
成
27
年
度
予
算
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　10
月
3
日
に
は
、
各
会
派
の
賛
成
・

反
対
の
討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
4
会
計
と
も
賛
成
多
数
で
原
案
ど

お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。　な

お
、
こ
の
委
員
会
決
定
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
4
名
の
委
員
か
ら
少
数

意
見
を
留
保
す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。

▲委員の起立による採決

決
算
特
別
委
員
会
委
員

（
18
名
）

委

員

長

副
委
員
長

副
委
員
長

理

事

理

事

理

事

沢

　田

　あ
ゆ
み

え
の
き

　秀

　隆

桑

　原

　羊

　平

豊

　島

　あ
つ
し

小

　野

　裕
次
郎

川

　村

　の
り
あ
き

木
も
と

　ひ
ろ
ゆ
き

井
下
田

　栄

　一

三

　雲

　崇

　正

野
も
と

　あ
き
と
し

渡

　辺

　清

　人

久

　保

　広

　介

あ
ざ
み

　民

　栄

ひ
や
ま

　真

　一

吉

　住

　は
る
お

宮

　坂

　俊

　文

か
わ
の

　達

　男

雨

　宮

　武

　彦
（
共
産
）

（
新
宿
会
）

（
自
無
ク
）

（
公
明
）

（
民
無
ク
）

（
共
産
）

（
公
明
）

（
公
明
）

（
民
無
ク
）

（
公
明
）

（
自
無
ク
）

（
民
無
ク
）

（
共
産
）

（
自
無
ク
）

（
自
無
ク
）

（
自
無
ク
）

（
社
民
）

（
共
産
）

自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

新

　宿

　区

　議

　会

　公

　明

　党

区
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
財
源
を
重
点
的
に
配
分

し
、
実
効
性
の
高
い
施
策

構
築
の
予
算
執
行
を
評
価

区
民
生
活
を
守
り
支
え
る

た
め
、区
民
ニ
ー
ズ
の

高
い
課
題
へ
の
重
点
的
な

取
組
み
を
評
価

　平
成
27
年
度
一
般
会
計
と
3
特
別
会

計
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
執
行
さ
れ
た

も
の
と
認
め
、認
定
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
の
歳
入
で
、
特
別
区
税
が

10
億
円
、
地
方
消
費
税
交
付
金
が
41
億

円
の
増
と
な
る
な
ど
全
体
で
は
46
億
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、
歳
出
で

は
、
待
機
児
童
解
消
対
策
や
障
害
者
自

立
支
援
給
付
等
の
扶
助
費
が
16
億
円
の

増
と
な
り
、投
資
的
経
費
は
、区
営
住
宅

の
再
編
整
備
や
子
ど
も
園
建
物
買
収
な

ど
に
よ
り
19
億
円
の
増
、
そ
の
他
の
経

費
で
は
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
8

億
円
の
増
や
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
委
託
の

増
な
ど
に
よ
り
物
件
費
が
10
億
円
の
増

と
な
る
な
ど
全
体
で
は
43
億
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。決
算
収
支
で
は
、
実
質
単

年
度
収
支
は
27
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。区
財
政
の
改
善
努
力
が
求
め
ら

れ
る
中
、
第
二
次
実
行
計
画
の
着
実
な

取
組
み
を
始
め
、
適
正
な
予
算
執
行
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
、
区
財
政
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、引
き
続
き
、事
業
の
無
駄
を

排
し
、
内
部
努
力
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
行
政
評
価
の
取
組
み
に
よ
る
施
策

の
充
実
・
見
直
し
・
再
構
築
を
図
る
な

ど
、
真
に
区
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
的

確
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　今
後
、
さ
ら
に
進
む
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
を
始
め
と

し
た
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
留
意
し

つ
つ
、中
長
期
な
視
点
に
立
っ
て
、健
全

な
区
財
政
の
維
持
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　現
下
の
厳
し
い
区
財
政
に
あ
っ
て
、

引
き
続
き
、
区
民
生
活
の
課
題
解
決
と

行
財
政
改
革
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

　平
成
27
年
度
、
一
般
会
計
及
び
３
特

別
会
計
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

の
議
案
も
適
正
な
決
算
で
あ
る
こ
と
を

認
め
、
原
案
ど
お
り
賛
成
し
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
予
算
は
、「
将
来
に
わ

た
り
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
確
立
し
、

区
民
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、
基

本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
第
二
次

実
行
計
画
を
仕
上
げ
る
予
算
」
と
位

置
付
け
て
編
成
さ
れ
、
保
育
所
建
設

事
業
助
成
な
ど
の
待
機
児
童
解
消
対

策
、
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
に
、

予
算
の
補
正
を
行
い
、
緊
急
性
が
高

く
、
重
要
な
課
題
に
、
適
切
か
つ
迅

速
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
決
算
は
決
算
意
見
書
に

も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
７
年
振
り
に

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
取
崩
し
が
な

く
、
実
質
単
年
度
収
支
は
３
年
連
続
の

黒
字
と
な
り
、
区
財
政
は
改
善
の
兆
し

を
示
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
景
気
の
先
行
き
が
不

透
明
な
中
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増

加
や
、
更
新
時
期
を
迎
え
る
老
朽
化
し

た
区
有
施
設
へ
の
対
応
等
の
更
な
る
財

政
需
要
に
応
え
つ
つ
、
区
民
福
祉
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
更
な
る

財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
を

総
合
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。　今

後
は
、
健
全
な
区
財
政
を
確
立
す

る
た
め
に
、
将
来
を
見
据
え
た
施
設
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
よ
る
業
務
の
効
率
化
・
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
、
更
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

区
財
政
は
3
年
連
続
黒
字

健
全
な
財
政
を
活
用
し

区
民
生
活
の
擁
護
と

子
育
て
支
援
の
充
実
を
！

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

　2015
年
度
一
般
会
計
及
び
３
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
反
対
を

し
ま
し
た
。

　2015
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
私

た
ち
は
区
内
の
各
種
団
体
と
の
懇
談

や
、
1,990
通
の
区
政
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

反
映
し
た
426
項
目
の
予
算
要
望
書
を
区

長
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私

立
認
可
保
育
園
４
園
の
新
設
、
障
害
児

の
訪
問
保
育
の
実
施
、
家
具
転
倒
防
止

対
策
の
強
化
、
建
築
物
等
耐
震
化
支
援

の
事
業
の
一
部
所
得
制
限
撤
廃
な
ど
、

私
た
ち
区
議
団
と
、
区
民
の
要
望
が
2015

年
度
予
算
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
プ
ー
ル
利

用
料
の
無
料
化
、
建
築
物
等
耐
震
化
支

援
事
業
の
対
象
に
建
て
替
え
を
加
え
、

所
得
制
限
と
地
域
格
差
を
な
く
す
こ

と
、
が
ん
検
診
の
無
料
化
、
低
所
得
者

世
帯
に
月
１
万
円
の
家
賃
助
成
、
幼
稚

園
児
・
小
学
校
１
年
生
に
防
災
頭
巾
の

配
布
な
ど
、
12
項
目
の
施
策
の
修
正
案

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
2015
年
度
決
算
は
、
特
別
区
税

の
増
な
ど
に
よ
り
実
質
単
年
度
収
支
は

3
年
連
続
黒
字
な
ど
、
新
宿
区
の
財
政

は
引
き
続
き
健
全
で
あ
り
、
決
算
に
照

ら
せ
ば
実
現
可
能
で
し
た
。

　区
民
生
活
の
実
態
は
、
消
費
税
増
税
、

年
金
受
給
額
の
減
額
、
国
保
・
介
護
な

ど
の
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
増
な
ど

で
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

質
疑
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　新
宿
区
が
区
民
生
活
を
守
り
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
、
待
機
児
童
解
消
に
財

政
力
を
有
効
に
活
用
し
、
本
来
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
概
要

　71
年
前
、
人
類
史
上
最
初
の
原

子
爆
弾
が
広
島
市
に
投
下
さ
れ
て

多
く
の
命
を
奪
い
、
今
な
お
多
く

の
人
々
が
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い

ま
す
。
8
月
6
日
、
広
島
市
中
区

の
平
和
記
念
公
園
に
お
い
て
、
原

子
爆
弾
に
よ
る
犠
牲
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す

る
平
和
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
核
兵
器
の
廃
絶
を
謳
う
平

和
都
市
宣
言
を
行
っ
た
新
宿
区
の

議
会
か
ら
は
、
雨
宮
武
彦
、
吉
住

は
る
お
及
び
三
雲
崇
正
の
3
名
が

式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。

　今
年
は
オ
バ
マ
米
大
統
領
及
び

Ｇ
7
外
相
の
広
島
訪
問
後
初
め
て

の
式
典
で
あ
り
、
広
島
市
議
会
議

長
に
よ
る
式
辞
、
広
島
市
長
に
よ

る
平
和
宣
言
及
び
内
閣
総
理
大
臣

の
挨
拶
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

オ
バ
マ
大
統
領
演
説
に
言
及
し
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向

け
た
努
力
を
誓
う
言
葉
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

の
会
議
区
宿
新

 
 
 

遣
派
和
平

の
会
議
区
宿
新

 
 
 

遣
派
和
平

　新
宿
区
は
、
昭
和
61
年
に
「
新

宿
区
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

各
種
平
和
啓
発
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
議
会
で
は
毎
年
、沖
縄（
６

月
）、
広
島
、
長
崎
で
の
平
和
式
典

に
議
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊

式
並
び
に
平
和
祈
念
式

う
た
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平成27年度決算

決算特別委員会・各会派の意見決算特別委員会・各会派の意見
決
算
審
査
に
お
け
る
主
な
質
疑

●
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た
め
の
財

政
規
律
の
確
保
に
つ
い
て

●
2020
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て
ス
ポ
ー
ツ
で
活

躍
し
た
選
手
の
顕
彰
に
つ
い
て

●
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
・
向
上

を
担
保
し
た
丁
寧
な
合
意
形
成
に
よ

る
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し
た
行

政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

●
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

●
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
等
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

●
小
学
校
で
の
英
語
の
教
科
化
に
対
応

す
る
準
備
に
つ
い
て

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て

●
路
上
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

●
区
民
保
養
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
特
別
区
の
自
治
権
拡
充
と
財
政
自
主

権
の
確
立
に
つ
い
て

民
進
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

新

宿

区

民

の

会

３
年
連
続
の
収
支
黒
字
を

　
　

評
価
し
つ
つ
、区
民
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
生
活
向
上
施
策
の

更
な
る
充
実
を
要
望

社
会
経
済
情
勢
を
的
確
に

見
極
め
、直
面
す
る
諸
課
題

に
対
応
、将
来
の
財
政
も

考
慮
し
た
決
算
と
評
価

　平
成
27
年
度
は
、
実
質
単
年
度
収
支

の
3
年
連
続
で
の
黒
字
を
達
成
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
社
会
経
済
情
勢
は
不

安
定
で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政

運
営
を
求
め
ま
し
た
。

　ま
た
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
へ

の
支
援
、
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
、
高

度
防
災
都
市
化
や
地
域
振
興
等
の
取
り

組
み
を
確
認
し
た
上
で
、①
区
民
ニ
ー

ズ
と
費
用
対
効
果
と
を
調
和
し
た
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
、②
待

機
児
童
問
題
の
完
全
な
解
消
に
向
け
た

保
育
士
確
保
等
の
取
り
組
み
、③
小
学

校
で
の
英
語
教
育
の
教
科
化
へ
の
準

備
、④
建
築
物
耐
震
化
支
援
事
業
や
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
耐
震
ベ
ッ
ド
及
び
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
推
進
・
勧
奨

等
の
「
命
を
守
る
施
策
」
の
積
極
的
な

推
進
、⑤
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
よ
り
細

や
か
な
支
援
な
ど
、
更
な
る
区
民
生
活

向
上
の
取
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税

化
や
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
実
施

に
伴
う
費
用
に
対
す
る
国
庫
支
出
金
等

の
問
題
な
ど
、
断
固
と
し
た
態
度
で
国

と
の
交
渉
を
進
め
、
適
正
な
地
方
自
治

の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　そ
の
う
え
で
、
平
成
27
年
度
の
決
算

が
、
予
算
編
成
方
針
に
従
っ
た
適
切
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
決
算
認
定

に
賛
成
し
ま
し
た
。

　最
後
に
、
来
年
度
予
算
に
つ
き
、
第

三
次
実
行
計
画
及
び
基
本
構
想
・
総
合

計
画
の
総
仕
上
げ
と
と
も
に
、
特
別
委

員
会
で
私
た
ち
が
行
っ
た
指
摘
・
要
望

を
踏
ま
え
た
予
算
編
成
を
提
案
し
ま
し

た
。

　平
成
27
年
度
予
算
は
次
の
２
点
を
基

本
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
第

１
点
目
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的

に
活
用
し
、
第
二
次
実
行
計
画
を
達
成

す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
機
動
的
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
こ

と
で
す
。
第
２
点
目
は
、
歳
入
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
や
決
算
実

績
に
基
づ
き
徹
底
し
た
経
費
削
減
を
行

い
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
に
努

め
る
こ
と
で
す
。
決
算
審
議
に
お
い
て

は
、
編
成
の
方
針
の
達
成
度
合
い
を
始

め
、
財
政
や
個
別
政
策
の
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
審
議
致
し
ま
し
た
。
審
議
の

結
果
、
27
年
度
に
お
い
て
は
、
社
会
経

済
情
勢
を
的
確
に
見
極
め
、
区
民
生
活

が
直
面
す
る
諸
課
題
に
積
極
的
に
対
応

し
、
一
方
、
将
来
的
な
区
財
政
も
考
慮

し
た
決
算
で
あ
る
と
評
価
し
、
す
べ
て

の
議
案
に
賛
成
致
し
ま
し
た
。

　決
算
の
特
徴
と
し
て
、
財
政
面
に
お

い
て
、
７
年
ぶ
り
に
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
取
り
崩
し
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
積
立
基
金

残
高
も
増
と
な
り
区
財
政
は
改
善
の
兆

し
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
世

界
経
済
情
勢
、
国
内
経
済
情
勢
は
流
動

的
で
景
気
の
先
行
き
の
予
測
が
困
難
な

上
、
将
来
的
に
予
想
さ
れ
る
社
会
保
障

関
係
費
の
増
加
、
区
有
施
設
の
更
新
、

区
民
福
祉
の
水
準
維
持
及
び
向
上
を
考

慮
す
れ
ば
限
ら
れ
た
財
源
、
資
源
を
有

効
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　新
宿
区
民
の
会
は
「
情
報
公
開
な
く

し
て
改
革
な
し
」
の
考
え
の
も
と
、
区

政
情
報
の
公
開
を
行
い
、
区
民
と
共
に

区
政
改
革
に
邁
進
で
き
る
体
制
を
と
る

こ
と
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

社
民
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

堅
調
な
区
財
政
を

子
育
て
や
震
災
対
策
に

区
民
の
く
ら
し
や
福
祉
を

優
先
す
る
区
政
の
実
現

　27
年
度
決
算
で
も
区
税
収
は
順
調

で
、
実
質
収
支
も
３
年
連
続
し
て
黒
字
、

財
政
積
立
金
も
増
加
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
区
民
の
く
ら
し
は
、
保
険

料
等
の
値
上
げ
や
実
質
賃
金
の
低
下
が

止
ま
ら
ず
、
た
い
へ
ん
な
状
況
で
す
。

　新
宿
区
は
子
ど
も
の
人
口
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
増
設
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
小

学
校
の
児
童
数
も
増
加
し
、
35
人
以
下

学
級
の
全
学
年
へ
の
早
期
実
施
と
合
わ

せ
抜
本
的
な
対
策
で
、
い
じ
め
を
無
く

し
、
き
め
細
か
な
教
育
を
求
め
ま
す
。

　首
都
直
下
地
震
へ
建
物
の
耐
震
化
の

促
進
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
も
や

さ
し
い
ま
ち
新
宿
を
実
現
し
ま
す
。

桑原 羊平  副委員長沢田 あゆみ  委員長えのき 秀隆  副委員長

平成27年度　各会計歳入歳出決算総括表

会　計　別 歳 入 歳 出 差 引 額

一 般 会 計 1,437億 945万5,304円

429億2,979万1,903円

225億2,584万5,975円

65億 999万8,275円

2,156億7,509万1,457円

1,393億9,174万7,218円

423億8,832万 12円

221億1,954万6,280円

64億7,691万3,264円

2,103億7,652万6,774円

43億1,770万8,086円

5億4,147万1,891円

4億 629万9,695円

3,308万5,011円

52億9,856万4,683円

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

介 護 保 険
 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療
 特 別 会 計

合 　　　   計

ま
い
し
ん

　8
月
9
日
の
「
原
爆
の
日
」

に
長
崎
市
松
山
町
の
平
和
公
園

で
、
被
爆
71
周
年
長
崎
原
爆
犠

牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　新
宿
区
議
会
か
ら
は
代
表
と

し
て
、
佐
藤
佳
一
、
北
島
と
し

あ
き
、
の
づ
ケ
ン
の
3
名
が
参

列
し
ま
し
た
。

　平
和
祈
念
式
典
で
は
、
こ
の

一
年
間
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た

方
々
の
名
前
が
記
さ
れ
た
原
爆

死
没
者
名
簿
が
奉
安
箱
に
納
め

ら
れ
、
犠
牲
者
に
水
と
花
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
原
爆
投
下
時
刻

の
午
前
11
時
2
分
に
、
鐘
の
音

に
合
わ
せ
て
黙
と
う
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　長
崎
市
長
が
「
平
和
宣
言
」

で
世
界
各
国
に
対
し
て
核
兵
器

の
根
絶
と
平
和
の
尊
さ
を
述
べ
、

広
島
と
と
も
に
核
兵
器
の
な
い

世
界
と
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
て
、
全
力
を
尽
く
し
続
け
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊

平
和
祈
念
式
典

さ
さ
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●
今
定
例
会
で
は
、
先
議
を
含

む
補
正
予
算
な
ど
議
案
９
件

と
、
新
規
付
託
の
請
願
２
件
を

審
査
し
、
５
件
の
報
告
を
受
け

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
は
、
薬
王
寺
こ
と
ぶ
き
館

の
施
設
整
備
に
関
連
し
て
反
対

が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

議
案
は
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

●
新
た
に
付
託
さ
れ
た
「
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
係
る

軽
減
措
置
の
継
続
」
に
つ
い
て

の
２
件
の
請
願
は
、
採
択
と

し
ま
し
た
。

●
５
件
の
報
告
の
う
ち
「
区
有

施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
施
設
利
用
者
）

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
」
に

対
し
て
は
、「
恣
意
的
に
み
え

る
」
、「
自
由
意
見
を
大
切
に
す

べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

の
交
付
状
況
等
に
つ
い
て
」
で

は
、
交
付
枚
数
が
人
口
比
6.8
％

で
あ
り
、
今
後
も
未
受
領
者
に

督
促
を
行
っ
て
い
く
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
７
件

と
新
規
付
託
６
件
を
含
む
８
件

の
陳
情
を
審
査
し
、
６
件
の
報

告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
は
賛
成
多
数
で
、
他
の
議

案
６
件
は
全
員
賛
成
で
、
可
決

し
ま
し
た
。

●
「
平
成
27
年
度
指
定
管
理

者
の
管
理
業
務
に
関
す
る
事

業
評
価
及
び
労
働
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
実
施
結
果
」
、「
介

護
予
防
把
握
事
業
の
実
施
状

況
」
、「
薬
王
寺
児
童
館
等
合

築
施
設
の
改
修
工
事
」
、「
旧

大
久
保
特
別
出
張
所
跡
地
を

活
用
し
た
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
高
齢
者

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
整
備
事

業
者
の
再
選
定
結
果
」
、「
新

宿
区
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
」
な
ど
の
報
告
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る

陳
情
５
件
と
他
２
件
の
計
７

件
は
継
続
審
査
と
し
、「
薬
王

寺
こ
と
ぶ
き
館
の
お
風
呂
の

存
続
を
求
め
る
陳
情
」
は
、
意

見
の
一
致
が
見
ら
れ
ず
、
審

査
未
了
と
し
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
３

件
の
説
明
と
、
報
告
９
件
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
補
正
予
算
は
、「
薬
王
寺
児

童
館
併
設
の
私
立
保
育
所
の

整
備
」
、「
保
育
士
の
負
担
軽

減
の
た
め
の
保
育
業
務
支
援

シ
ス
テ
ム
導
入
」
、「
保
育
所

等
の
事
故
防
止
・
事
故
後
の

検
証
の
た
め
の
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
設
置
」
等
の
内
容
で
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
他
２
件

の
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

●
児
童
館
12
か
所
と
富
久
町
保

育
園
及
び
か
し
わ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

の
「
平
成
27
年
度
指
定
管
理
者

の
管
理
業
務
に
係
る
事
業
評
価

に
つ
い
て
」
、「
ひ
と
り
親
家
庭

向
け
講
演
会
・
相
談
会
の
実
施

に
つ
い
て
」
、「
新
宿
せ
い
が
保

育
園
の
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
に
つ
い
て
」
、「
小

学
校
学
校
選
択
制
の
各
学
校
別

状
況
一
覧
及
び
平
成
29
年
度
新

入
学
区
立
小
学
校
の
抽
選
に
つ

い
て
」
な
ど
９
件
の
報
告
を
受

け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予

算
１
件
と
、
陳
情
２
件
を
審

査
し
、
報
告
を
１
件
受
け
ま

し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
中
、
歳
出
第
２
款
第

３
項
防
災
費
に
つ
い
て
は
、

熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
支
援

物
資
と
し
て
送
っ
た
災
害
用

備
蓄
物
資
を
補
充
す
る
た
め

の
も
の
で
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

●
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る

２
件
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
引
き
続
き
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

●
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

係
る
基
礎
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
本
件
は
、
平

成
27
年
１
月
に
改
正
さ
れ
た

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

も
の
で
、
新
宿
区
内
の
自
然

斜
面
に
つ
い
て
調
査
し
、
公

表
す
る
も
の
で
す
。

●
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
な
ど
で
多
く
の
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

●
今
定
例
会
で
は
、
平
成
28

年
度
都
区
財
政
調
整
（
当
初
算

定
）
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま

し
た
。

●
質
疑
の
中
で
、「
市
町
村
民

税
法
人
分
と
固
定
資
産
税
が

当
区
の
収
入
に
な
る
と
す
れ

ば
、
1,300
億
円
を
超
え
る
」
、「
都

側
に
対
し
て
、
再
開
発
だ
け

で
は
な
い
、
都
心
区
と
し
て

の
行
政
需
要
を
受
け
止
め
さ

せ
る
べ
き
」
、「
区
民
に
分
か

り
や
す
い
透
明
な
議
論
を
」

等
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
と

の
比
較
、
東
京
都
と
の
協
議

へ
の
区
の
姿
勢
と
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
も
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

●
今
後
と
も
、
新
宿
区
の
自

治
権
拡
充
、
議
会
改
革
、
行

財
政
改
革
に
つ
い
て
、
議
論

と
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
２

件
を
審
査
し
、
報
告
11
件
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
「
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念

館
条
例
」
及
び
「
夏
目
漱
石
記

念
施
設
整
備
基
金
へ
の
寄
附

金
の
積
立
等
を
計
上
し
た
補

正
予
算
」
は
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

●
「
新
宿
区
文
化
芸
術
振
興

会
議
第
３
期
報
告
書
に
つ
い

て
」
、「
各
指
定
管
理
者
の
管

理
業
務
に
係
る
事
業
評
価
に

つ
い
て
」
、「
新
宿
区
夏
目
漱

石
記
念
施
設
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Vol.7
に
つ
い
て
」
、「
新
宿

区
産
業
と
企
業
等
の
事
業
活

動
に
関
す
る
調
査
の
中
間
報

告
に
つ
い
て
」
、「
新
宿
応
援

セ
ー
ル
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
」
、「
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
に
つ
い
て
」
、「
新

宿
産
業
観
光
フ
ェ
ア
2016
の
開

催
に
つ
い
て
」
、「
伊
那
市
と

の
連
携
に
よ
る
生
鮮
三
品
小

売
店
連
絡
会
研
修
会
の
実
施

に
つ
い
て
」
等
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、議
案
５
件
、

陳
情
４
件
を
審
査
し
、
報
告
３

件
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

●
「
新
宿
区
立
中
井
駅
南
北
自

由
通
路
条
例
」
、「
新
宿
区
路
上

等
障
害
物
に
よ
る
通
行
の
障

害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
、

「
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
」
及
び
「
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
」
の
４
件
の

議
案
に
つ
い
て
審
査
し
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、

議
員
提
出
議
案
第
10
号
「
新
宿

区
解
体
工
事
に
係
る
計
画
の
事

前
周
知
に
関
す
る
条
例
」
は
賛

成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し

た
。

●
継
続
審
査
中
の
「
榎
町
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
・
弁
天
町
の
巨
樹

エ
ノ
キ
の
保
存
を
求
め
る
陳

情
」
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
４
件
の
陳
情
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
今
後
の
経
過

を
議
会
と
し
て
見
守
り
、
注
視

し
て
い
く
こ
と
か
ら
引
き
続
き

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

総
務
区
民
委
員
会

「
新
宿
区
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
」
や

　
　
介
護
予
防
把
握
事
業
の
実
施
な
ど
を
質
疑

福
祉
健
康
委
員
会

薬
王
寺
児
童
館
併
設
の
私
立
保
育
所
整
備
に

　
伴
う
改
修
工
事
等
の
補
正
予
算
な
ど
を
審
査

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

平
成
28
年
度
都
区
財
政
調
整
（
当
初
算
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
質
疑

自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会

新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
条
例
を
可
決

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
文
化
観
光
等
特
別
委
員
会

新
宿
区
立
中
井
駅
南
北
自
由
通
路
条
例
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
を
審
査

環
境
建
設
委
員
会

の
審
議
結
果

　
請
願
・
陳
情
の
内
容
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

（［ 

　 

］
は
審
査
を
行
っ
た
委
員
会
名
）

継
続
審
査
　   

5
件
（
新
た
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）

採
択
　
　
　   

2
件

審
議
未
了
　   

1
件

□
新
宿
区
に
お
け
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
受
動
喫
煙

防
止
対
策
を
求
め
る
陳
情

［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

［ 

福
祉
健
康
委
員
会 

］

□
東
京
都
新
宿
区
に
お
け
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
受

動
喫
煙
防
止
対
策
を
求
め
る
陳
情

□
受
動
喫
煙
と
な
る
場
所
へ
の
喫
煙
所
設
置
の
禁
止
条 

例
に
関
す
る
陳
情

□
新
宿
区
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る
陳
情

□
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
に
関
す
る
陳
情

□
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続

に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

　（
同
件
名
ほ
か
１
件
）

［ 

総
務
区
民
委
員
会 

］

□
薬
王
寺
こ
と
ぶ
き
館
の
お
風
呂
の
存
続
を
求
め
る
陳

情
　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
の
記
事
を
中
心
に
ま
と
め

た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

下
　
村
　
治
　
生

有
　
馬
　
と
し
ろ
う

池
　
田
　
だ
い
す
け

豊
　
島
　
あ
つ
し

川
　
村
　
の
り
あ
き

三
　
雲
　
崇
　
正

ふ
じ
川
　
た
か
し

電話 5 2 7 3 - 3 5 3 4 　 FAX 3 2 0 9 - 9 9 9 5

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
拡
大
等
に
係
る

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
を
審
査
し
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
　
　  

に
係
る
基
礎
調
査
結
果
に
つ
い
て
質
疑


